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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第２四半期連結
累計期間

第37期
第２四半期連結
会計期間

第36期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年９月30日

自平成20年７月１日
至平成20年９月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（千円） 10,539,293 5,301,071 26,330,523

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
34,241 △7,840 896,063

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
7,285 △16,303 416,484

純資産額（千円） － 13,518,613 13,681,560

総資産額（千円） － 16,154,873 16,600,630

１株当たり純資産額（円） － 2,343.33 2,371.56

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△）

（円）

1.26 △2.82 72.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 83.6 82.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△71,020 － △63,355

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△28,309 － △379,730

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△154,259 － 905

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 4,400,002 4,653,591

従業員数（人） － 277 272

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 277 (39)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、嘱託社員を含んでおりま

す。）は（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 258 (35)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、嘱託社員を含んでおりま

す。）は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日 
至　平成20年９月30日） 

水産加工品（千円） 9,745

農産加工品（千円） 70,510

　その他（千円） 6,538

合計（千円）　 86,794

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日 
至　平成20年９月30日） 

水産加工品（千円） 1,781,041

農産加工品（千円） 2,170,809

畜肉加工品（千円） 286,840

その他（千円） 115,156

合計（千円） 4,353,847

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社グループ（当社及び当社の関係会社）は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日 
至　平成20年９月30日） 

水産加工品（千円） 2,082,917

農産加工品（千円） 2,717,236

畜肉加工品（千円） 346,792

その他（千円） 154,124

合計（千円） 5,301,071

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油価格の高騰や金融市場の混乱などによる世界的な景気減

速の影響を受け、高水準で推移していた企業業績に陰りが見え、雇用者所得の伸び悩みやエネルギー・食糧価格の

上昇などから、個人消費の停滞傾向が顕著になりました。

　外食産業におきましては、消費意欲の減退による市場規模の縮小傾向とそれに伴う同業他社との競争の激化に加

え、原材料や運賃等のコスト上昇により、経営環境は厳しさを増しております。

　また、前年に引き続き、原料産地等の食品偽装事件が多発したのに加え、事故米穀の不正転売事件が発生、食の安全

に対する国民の不信感が高まっております。

　当社グループ（当社及び当社の関係会社）においては、ガソリン価格の高騰や一般消費材の値上げによる生活防

衛意識に根ざした消費者の外食支出の手控えにより、消費が低迷し販売量が減少しました。

　このような状況の中、当社グループでは、営業担当者と仕入担当者が連携を取り、ＰＢ商品の開発を推進するとと

もに、得意先との関係を強化するなど、総合的な対応力を引き上げて市場競争力の上昇に注力いたしました。また、

平成20年４月に海外への拡販を主業務とする特販事業部を設けて、アジア諸国を中心とする海外への販売強化をは

かりました。しかしながら、これらの実施施策も市場悪化や商品の値上がりによる売上減少分をカバーするには至

りませんでした。

　その結果、ジーエフシー個別の売上高は、前年同期間に比べ２４百万円の減少となりました。

　また、売上総利益に関しては、前年第１四半期から実施している「小分け出荷の有料化施策」の実施により、売上

総利益率は前年同期間１７．４％から０．１％上昇して１７．５％となったことで、売上高の減少分を補うことが

でき、５百万円の増加となりました。販売管理費に関しては、売上拡大に向けて人員の強化を図ったことで、人件費

が増加したことなどにより、２５百万円の増加となりました。従って、営業利益及び経常利益はそれぞれ前年同期間

に比べ２０百万円、１７百万円の減少となりました。

　前述の個別結果に加えて、当社グループでは、平成19年８月に連結子会社３社の全株式を譲渡した関係で、当第２

四半期連結会計期間において、連結子会社３社分の前年同期連結会計期間売上高２億４８百万円が連結業績に減収

の影響を与えております。

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は、５３億１百万円、営業損失１９百万円、経常損失７百

万円、四半期純損失１６百万円となりました。

　また、事業の種類別セグメント及び所在地別セグメントにつきましては、当社グループが業務用加工食材の製造及

び販売という単一事業を営んでいることや本邦以外の国又は地域に存在する連結子会社及び重要な在外支店がな

いことなどにより記載を省略しております。

　なお、当社グループは事業の種類別セグメントを開示していないため次の取引区分により記載しております。

①　水産加工品

　主に魚介類を中心として、野菜等を組み合わせた加工商品で、売上高は２０億８２百万円となりました。

②　農産加工品

　農産物の素材を活かした加工商品で、売上高は２７億１７百万円となりました。 

③　畜肉加工品

　生肉の冷凍加工商品及び燻製加工商品で、売上高は３億４６百万円となりました。

④　その他

　料理の下味、かくし味等に使用する特殊調味料及び料理の演出効果を高める器・道具類で、売上高は１億

５４百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、１６１億５４百万円（当第１四半期連結会計期間末は　　

１５８億５０百円）となり、３億４百万円増加いたしました。現金及び預金の減少（４３億９３百万円から４１

億円、２億９３百万円減）があったものの、受取手形及び売掛金の増加（２７億７８百万円から３０億５７百万

円、２億７８百万円増）並びに投資有価証券の増加（７億９０百万円から１２億４７百万円、４億５６百万円

増）が主な要因であります。

（負債の状況）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、２６億３６百万円（当第１四半期連結会計期間末は２２

億９０百万円）となり、３億４５百万円増加いたしました。支払手形及び買掛金の増加（１５億８百万円から　　

１７億６９百万円、２億６１百万円増）並びに賞与引当金の増加（１億４百万円から２億３百万円、９９百万円

増）が主な要因であります。

（純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、１３５億１８百万円（当第１四半期連結会計期間末は

１３５億６０百万円）となり、４１百万円減少いたしました。その他有価証券評価差額金の減少（２８百万円か

ら３百万円、２５百万円減）並びに四半期純損失により利益剰余金が１６百万円減少したことが主な要因であり

ます。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、当第１四半期連結会計

期間末に比べ５億６百万円増加し４４億円となりました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は、２５百万円となりました。これは主に売上

債権の増加額２億７８百万円及びたな卸資産の増加額５９百万円があったものの、仕入債務の増加額２億６１百

万円及び賞与引当金の増加額９９百万円により、資金が増加したことによるものであります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における投資活動の結果得られた資金は、４億８６百万円となりました。これは主に

定期預金の払戻による収入５億円があったことによるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は、４百万円となりました。これは主に長期借

入金の返済による支出４百万円があったことによるものであります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が対処すべき課題について重要

な変更はありません。　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,870,000

計 21,870,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,769,040 5,769,040 ジャスダック証券取引所 －

計 5,769,040 5,769,040 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日　
－ 5,769,040 － 2,344,021 － 2,295,156
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社ニシムラ 岐阜県岐阜市菅生２丁目６－１ 12,420 21.52

ジーエフシー取引先持株会 岐阜県羽島郡笠松町田代978－１ 5,010 8.68

西村悦郎 岐阜県岐阜市 3,300 5.72

株式会社十六銀行 岐阜県岐阜市神田町８－26 2,880 4.99

西村美枝子 岐阜県岐阜市 2,600 4.50

ジーエフシー従業員持株会 岐阜県羽島郡笠松町田代978－１ 2,258 3.91

株式会社大垣共立銀行

(常任代理人　資産管理サービ

ス信託銀行株式会社)

　

岐阜県大垣市郭町３－98

(東京都中央区晴海１丁目８－12　晴海アイ

ランドトリトンスクエアオフィスタワーＺ

棟)

1,890 3.27

西村三男 岐阜県岐阜市 1,820 3.15

エスジーエスエスエスジー

ビーティールクス

(常任代理人　香港上海銀行東

京支店)

SOCIETE GENERALE 29 BOULEVARD

HAUSSMANN PARIS - FRANCE

(東京都中央区日本橋３丁目11－１)

 

860 1.49

株式会社岐阜銀行 岐阜県岐阜市宇佐南１－７－１ 770 1.33

計 － 33,808 58.60
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　5,768,800 57,688 －

単元未満株式 　普通株式　　　　240 － －

発行済株式総数 5,769,040 － －

総株主の議決権 － 57,688 －

 

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 925 985 968 974 984 931

最低（円） 795 857 910 891 882 832

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条

第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,100,002 5,153,591

受取手形及び売掛金 3,057,382 3,154,576

有価証券 300,000 498,629

商品及び製品 1,160,641 1,085,696

原材料及び貯蔵品 55,534 59,819

繰延税金資産 99,943 94,422

その他 49,707 89,940

貸倒引当金 △12,299 △14,240

流動資産合計 8,810,912 10,122,436

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,269,567 1,324,485

機械装置及び運搬具（純額） 344,806 378,461

土地 3,847,031 3,860,631

その他（純額） 101,753 116,171

有形固定資産合計 ※
 5,563,159

※
 5,679,750

無形固定資産 64,691 71,779

投資その他の資産

投資有価証券 1,247,190 291,550

繰延税金資産 230,029 204,185

その他 241,984 235,253

貸倒引当金 △3,094 △4,325

投資その他の資産合計 1,716,110 726,663

固定資産合計 7,343,961 6,478,193

資産合計 16,154,873 16,600,630
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,769,545 1,785,801

1年内返済予定の長期借入金 10,036 20,032

未払法人税等 37,590 339,000

賞与引当金 203,643 130,531

役員賞与引当金 2,520 7,020

その他 197,326 240,499

流動負債合計 2,220,661 2,522,884

固定負債

退職給付引当金 155,618 146,547

役員退職慰労引当金 223,339 216,445

その他 36,641 33,193

固定負債合計 415,598 396,185

負債合計 2,636,259 2,919,069

純資産の部

株主資本

資本金 2,344,021 2,344,021

資本剰余金 2,295,156 2,295,156

利益剰余金 8,876,408 9,013,348

自己株式 △105 △60

株主資本合計 13,515,481 13,652,466

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,131 29,094

評価・換算差額等合計 3,131 29,094

純資産合計 13,518,613 13,681,560

負債純資産合計 16,154,873 16,600,630
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 10,539,293

売上原価 8,659,087

売上総利益 1,880,206

販売費及び一般管理費 ※
 1,869,291

営業利益 10,914

営業外収益

受取利息 10,323

受取配当金 1,901

受取賃貸料 7,482

その他 6,407

営業外収益合計 26,114

営業外費用

支払利息 62

有価証券売却損 928

賃貸収入原価 1,796

営業外費用合計 2,787

経常利益 34,241

特別利益

固定資産売却益 33

貸倒引当金戻入額 2,321

特別利益合計 2,354

特別損失

固定資産売却損 9

固定資産除却損 131

減損損失 13,600

特別損失合計 13,741

税金等調整前四半期純利益 22,855

法人税、住民税及び事業税 29,798

法人税等調整額 △14,228

法人税等合計 15,569

四半期純利益 7,285
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 5,301,071

売上原価 4,354,845

売上総利益 946,225

販売費及び一般管理費 ※
 965,816

営業損失（△） △19,591

営業外収益

受取利息 6,147

受取配当金 54

受取賃貸料 3,741

その他 3,735

営業外収益合計 13,678

営業外費用

支払利息 26

有価証券売却損 928

賃貸収入原価 974

営業外費用合計 1,928

経常損失（△） △7,840

特別損失

固定資産売却損 9

固定資産除却損 43

減損損失 13,600

特別損失合計 13,653

税金等調整前四半期純損失（△） △21,493

法人税、住民税及び事業税 27,645

法人税等調整額 △32,836

法人税等合計 △5,190

四半期純損失（△） △16,303
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 22,855

減価償却費 135,408

賞与引当金の増減額（△は減少） 73,112

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,071

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,894

減損損失 13,600

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,172

受取利息及び受取配当金 △12,224

支払利息 62

有価証券売却損益（△は益） 928

有形固定資産売却損益（△は益） △23

有形固定資産除却損 131

売上債権の増減額（△は増加） 97,193

たな卸資産の増減額（△は増加） △70,659

仕入債務の増減額（△は減少） △16,256

その他の資産の増減額（△は増加） 34,879

その他の負債の増減額（△は減少） △42,110

小計 245,189

利息及び配当金の受取額 7,833

利息の支払額 △57

法人税等の支払額 △323,985

営業活動によるキャッシュ・フロー △71,020

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 500,000

有価証券の償還による収入 500,000

有形固定資産の取得による支出 △25,606

有形固定資産の売却による収入 93

無形固定資産の取得による支出 △2,795

投資有価証券の取得による支出 △1,000,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △28,309

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △9,996

自己株式の取得による支出 △45

配当金の支払額 △144,218

財務活動によるキャッシュ・フロー △154,259

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △253,588

現金及び現金同等物の期首残高 4,653,591

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,400,002
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更

たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として月次総平均法に

よる原価法によっておりましたが、第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の評

価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号　平成18年７月５日）が適用された

ことに伴い、主として月次総平均法によ

る原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

により算定しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間

の営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益への影響は軽微でありま

す。

 (2) リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、従来、賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっておりました

が、「リース取引に関する会計基準」

（企業会計基準第13号（平成５年６月17

日（企業会計審議会第一部会）、平成19

年３月30日改正））及び「リース取引に

関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第16号（平成６年１月18日

（日本公認会計士協会　会計制度委員

会）、平成19年３月30日改正））が平成

20年４月１日以後開始する連結会計年度

に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができることになったことに伴い、

第１四半期連結会計期間からこれらの会

計基準等を適用し、通常の売買取引に係

る会計処理によっております。また、所有

権移転外ファイナンス・リース取引に係

るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法を採用しております。

なお、リース取引開始日が適用初年度前

の所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理を引き続き採用し

ております。

これにより固定資産に与える影響はな

く、当第２四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益に与える影響もありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．たな卸資産の評価方法 当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の

算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連

結会計年度末の実地たな卸高を基礎として

合理的な方法により算定する方法によって

おります。

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、

収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う

方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の

算定方法

定率法を採用している資産については、連

結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　　該当事項はありません。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

当社及び連結子会社は、平成20年度の法人

税法の改正を契機として、資産の利用状況

等を見直した結果、第１四半期連結会計期

間より機械装置の耐用年数を７～17年から

10年に変更しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益は、それぞれ6,103千円減少してお

ります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、4,490,455千円であり

ます。

　

※　有形固定資産の減価償却累計額は、4,368,570千円であり

ます。

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運搬費 398,297千円

給与手当　 481,685千円

　

賞与引当金繰入額 198,920千円

　

役員賞与引当金繰入額 2,520千円

　

退職給付費用　 26,412千円

　

役員退職慰労引当金繰入額 8,959千円

　

減価償却費　 125,236
千円

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運搬費 204,365千円

給与手当　 240,287千円

　

賞与引当金繰入額 97,424千円

　

役員賞与引当金繰入額 2,520千円

　

退職給付費用　 10,091千円

　

役員退職慰労引当金繰入額 4,834千円

　

減価償却費　 63,139
千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）　

現金及び預金勘定 4,100,002千円

有価証券
300,000

千円

　

現金及び現金同等物 4,400,002
千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　5,769,040株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式                      　 86株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月24日

定時株主総会
普通株式 144,225 25 平成20年３月31日 平成20年６月25日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　業務用加工食材の製造及び販売という単一事業であるため、記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

  海外売上高は、連結売上高の100分の10未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）　

有価証券については、事業の運営において重要なものがないため、記載を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

  当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　デリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

ストック・オプション等を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 2,343.33円 １株当たり純資産額 2,371.56円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1.26円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額（△） △2.82円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 7,285 △16,303

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
7,285 △16,303

期中平均株式数（株） 5,768,966 5,768,954

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２０年１１月１１日

ジーエフシー株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷口　定敏　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　浩彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジーエフシー株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジーエフシー株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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